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令和２年度第９回教育研究評議会議事要旨

日 時 令和３年１月１３日（水）１３：２８～１４：２１

会 場 地方創生センター２号館２階大セミナー室

出席者 山本学長（議長），近藤，倉林，後藤，長縄，藤井，佐藤（修），尾野，山村，

今野，南谷，島田，水戸部，上田，大場，縄田，武田，林，佐藤（滋），安藤，

寺境，奥山各評議員

陪 席 西田，豊島，工藤各理事，山名，臼木，田島，中村各学長補佐

監 事 小野，越山各監事

議 事

１．令和２年度第８回教育研究評議会議事要旨の確認

令和２年度第８回教育研究評議会の議事要旨が確認された。

２．審議事項

（１）国立大学法人秋田大学の中期目標・中期計画の変更の認可申請について

長縄副学長から資料により，中期目標・中期計画の変更案について説明があり，

了承された。

なお，今後，文部科学省との調整等により変更が生じた場合の取扱いについて

は，学長に一任することとした。

３．連絡・報告事項

（１）令和元事業年度に係る業務の実績に関する評価結果について

長縄副学長から資料により，１２月２３日開催の国立大学法人評価委員会にて

決定された令和元事業年度に係る業務の実績に関する評価結果の概要について報

告があった。

（２）ＱＳアジア大学ランキング２０２１の結果について

長縄副学長から資料により，ＱＳアジア大学ランキングの結果について報告が

あった。

（３）令和３年度政府予算案等について（速報版）

西田理事から資料により，令和３年度の国立大学関係予算案について報告があ

り，本学の予算については，文部科学省からの伝達額が確定していない事項もあ

るため，確定後改めて報告することとしたい旨の発言があった。

学長から，予算案の基幹経費に計上している学内ワークスタディ実施経費は経

済的に困難な学生が学内での業務補助等を行った際の報酬に充てるものであり，

現在，新型コロナウイルス感染拡大の影響で以前のようにアルバイトができない

学生が増えていると考えられることから，学内での業務補助等を拡充したいと考
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えているため，各部局で，学生が実施できる業務補助等がある場合は学生支援・

就職課に連絡するよう指示があった。

（４）令和２年度秋田大学卒業式について

学長から，令和２年度秋田大学卒業式を令和３年３月２２日（月）に挙行予定

としているが，新型コロナウイルス感染拡大の影響を踏まえ，開催方法及び参加

者等は現在検討中である旨報告があった。

（５）令和２年度大学講座「超スマート社会への対応」の結果について

島田産学連携推進機構長から資料により，令和２年度大学講座「超スマート社

会への対応」について，実施状況及び参加者アンケートの結果について報告があ

った。

（６）令和２年度ＡＡＲｅＣの受講状況について

島田産学連携推進機構長から，令和２年度ＡＡＲｅＣの受講状況について報告

があった。学長から，大学講座「超スマート社会への対応」との統合により，社

会人教育の受講人数を増加させる方策を検討するよう指示があった。

（７）令和２年度秋田大学ＦＤ・ＳＤシンポジウムの開催について

後藤理事から資料により，１月２０日（水）に標記シンポジウムをオンライン

形式で開催予定である旨の案内があった。

（８）令和３年度学校推薦型選抜Ⅱ及び総合型選抜Ⅲの出願状況について

後藤理事から資料により，令和３年度学校推薦型選抜Ⅱ及び総合型選抜Ⅲの出

願状況について報告があった。

４．その他

・後藤理事から，令和３年１月１６日（土）から１７日（日）にかけて実施される大

学入学共通テストへの協力依頼があった。

・学長から，新型コロナウイルスの感染が拡大しており，不要不急の外出自粛など，

感染対策の徹底を改めて各学部で周知徹底するよう指示があった。

次回教育研究評議会は，２月１０日（水）１３時３０分から開催することとした。

以 上


